
164-1裏

印　

紙
印　

紙

申立書を提出する裁判所

作成年月日

印

申
立
て
の
理
由
等
を
分
か
り
や
す
く

簡
潔
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
有
」
の
場
合
、
債
務
の
詳
細
を

「
備
考
」
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
有
」
の
場
合
、
遺
言
の
種
類
等
を

「
備
考
」
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

遺産分割の調停又は審判の手続を進めるにあたって，
参考となる事情があれば分かりやすく簡潔に記入してください。

裁
判
所
か
ら
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
で
確
実
に
連
絡
で
き
る
と
き
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

遺
産
の
全
部
（
不
明
な
も
の
は
除
く
。）
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
動
産
の
登
記
事
項
証
明
書
（
不
動
産
登
記
簿
謄
本
）
の

記
載
の
と
お
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
立
人
・
相
手
方
（
申
立
人
以
外
の
共
同
相
続
人
全
員
）、
利
害
関
係
人
の

区
別
を
明
ら
か
に
し
た
上
、
該
当
す
る
者
全
員
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

遺
産
の
全
部
（
不
明
な
も
の
は
除
く
。）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
動
産
の
登
記
事
項
証
明
書
（
不
動
産
登
記
簿
謄
本
）
の

記
載
の
と
お
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

平
日
の
日
中
に
連
絡
の
つ
く
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
携
帯
電
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）。

記入例　被相続人の長女が共同相続人を相手に遺産分割を求める場合

遺　　産　　目　　録 （土　地）

番号 地　　番 地　目 面　　積 備　考所　　　　　　在

当　　事　　者　　等　　目　　録

本　　籍

連 絡 先

フ リ ガ ナ
氏　　名

住　　所

職　　業 被相続人
との続柄

備　　考

※ 都　道
府　県

〒 － 電話 （  ）
 （  方）
〒 － 電話 （  ）
 （  方）

大正
昭和 年 月 日生
平成

本　　籍

連 絡 先

フ リ ガ ナ
氏　　名

住　　所

職　　業 被相続人
との続柄

備　　考

※ 都　道
府　県

〒 － 電話 （  ）
 （  方）
〒 － 電話 （  ）
 （  方）

大正
昭和 年 月 日生
平成

本　　籍

連 絡 先

フ リ ガ ナ
氏　　名

住　　所

職　　業 被相続人
との続柄

備　　考

※ 都　道
府　県

〒 － 電話 （  ）
 （  方）
〒 － 電話 （  ）
 （  方）

大正
昭和 年 月 日生
平成

本　　籍※ 都　道
府 県

平方メートル番

遺　　産　　目　　録 （建　物）

番 号 種類 構　　造
家　屋
番　号

床　面　積 備　考所　　　　　　在

遺　　産　　目　　録 （現金，預・貯金，株式等）

番号 単　位 数　量（金　額） 備　　考品　　　　　目

平方メートル

164-1裏

164-1裏

C M B

受付印

遺 　 産 　 分 　 割 　 　 　 申 　 立 　 書

（この欄に収入印紙をはる。１件について１,２００円分）

（はった印紙に押印しないでください。）

収　入　印　紙

予納郵便切手

準口頭

添 付 書 類

（同じ書類は１通で足ります。審理のために必要な場合は，追加書類の提出をお願いすることがあります。）
□ 戸籍（除籍・改製原戸籍）謄本（全部事項証明書）　合計　　通
□ 住民票又は戸籍附票　合計　　通　　　□ 不動産登記事項証明書　合計　　通
□ 固定資産評価証明書　合計　　通　　　□ 預貯金通帳写し又は残高証明書　合計　　通
□ 有価証券写し　合計　　通　　　　　　□

都　道
府　県

関連事件番号 平成 年（家　　　）第 号

円

円

印

本　　籍

最 後 の
住　　所

フリガナ

氏　　名

遺産（1/ ）

審　　判
調　　停

被　

相　

続　

人

備　

考

当　　事　　者 別紙当事者等目録記載のとおり

被相続人の遺産の分割の　審判　・　調停　を求める。

申立ての理由 遺　　　　　　　　　　　　　　産

平成 年 月 日死亡

申 　 立 　 て 　 の 　 趣 　 旨

（注）　太枠の中だけ記入してください。 ※の部分は，当てはまる番号を○で囲み，申立ての理由欄の４及び
　　遺産欄の８を選んだ場合には，具体的に記入してください。 ☆の部分は，被相続人から生前に贈与を受け
　　ている等特別な利益を受けている者の有無について記入してください。

※ ※１　相続人の資格に争いがある。
２　遺産の範囲に争いがある。
３　分割方法が決まらない。
４　その他

１　土　地 ６　貸金等の債権
２　建　物 ７　借地権・借家権
３　現　金 ８　その他
４　預・貯金
５　株式等

別紙遺産目録記載のとおり

被相続人の債務

遺　　　　　言

☆特　別　受　益

※ １　有 ２　無 ３　不明

※ １　有 ２　無 ３　不明
（「有」の場合で入手できる場合は，遺言書写しを添付してください。）

※ １　有 ２　無 ３　不明

種　
　
　

類

内 

容

申 　 立 　 て 　 の 　 実 　 情

家 庭 裁 判 所
御 中

平成　　　年　　　月　　　日

申　 立 　人

の 署 名 押 印
又は記名押印

又は法定代
理人など　
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※ ※１　相続人の資格に争いがある。
２　遺産の範囲に争いがある。
３　分割方法が決まらない。
４　その他

１　土　地 ６　貸金等の債権
２　建　物 ７　借地権・借家権
３　現　金 ８　その他
４　預・貯金
５　株式等

別紙遺産目録記載のとおり

被相続人の債務

遺　　　　　言

☆特　別　受　益

※ １　有 ２　無 ３　不明

※ １　有 ２　無 ３　不明
（「有」の場合で入手できる場合は，遺言書写しを添付してください。）

※ １　有 ２　無 ３　不明

種　
　
　

類

内 

容

申 　 立 　 て 　 の 　 実 　 情

家 庭 裁 判 所
御 中

平成　　　年　　　月　　　日

申　 立 　人

の 署 名 押 印
又は記名押印

又は法定代
理人など　
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